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Ⅰ．ナレッジベースとは

● 電子リソースとナレッジベース

● KBART
● ナレッジベースの活用



電子リソースとナレッジベース

1990年代後半から、海外の商用学術出版社を中心に、学術機関（図書館）を対象とした電子ジャー
ナル提供が本格化。

2000年代になると、10万タイトル以上の電子ジャーナルが数千社以上の出版社から提供され始め
る（機関単位の購読契約）。オープンアクセス誌（Web上から自由に利用可能）も増え始める。

各出版者が提供するアクセス情報（タイトル、ISSN、利用可能年の範囲、アクセスURLなど）は形式
がバラバラだったので、図書館は利用可能なタイトルリストやアクセスURLを集約する作業に、とても
苦労していた。

2007年の報告書「Link Resolvers and the Serials Supply Chain」を受け、出版社／代理店／図書
館が協調し、電子リソースの「標準化されたナレッジベース」形成やナレッジベースを中核とした電子
リソース管理、ユーザーサービス構築（リンクリゾルバー、ディスカバリーサービス、COUNTER準拠
の統計取得）が始まった。

2008年頃からは、学術書の電子ブック提供が本格化。

「ナレッジベース」はタイトル単位を超えて、記事単位のメタデータも集約されるようになり（セントラル
インデックス）、今では「ディスカバリーサービス」を通じて17億もの学術情報が探せるようになってい
る。



【参考１】刊行物の情報

タイトル単位，本文単位，巻号単位，論文単位



タイトル単位
本文単位

電子ブック

出典:Springer Link（https://doi.org/10.1007/978-3-030-21445-6）



タイトル単位

巻号（一覧）単位

巻号（詳細）単位

論文（メタデータ）単位 論文（本文）単位

電子ジャーナル

出典:Springer Link（https://doi.org/10.1007/s10265-020-01218-8）



KBART
 (Knowledge Bases and 
Related Tools)

タイトル単位で電子リソースを整理する

出典:NISO RP-9-2014, KBART
（https://doi.org/10.3789/niso-rp-9-2014）

ケ イ バ ー ト



•電子リソースの「タイトルレベル」メタデータ交換の推奨指針
• データ項目（25項目）

• ファイル送信方法（ftp）

• 送信頻度（月次）

• ファイル名規則（[ProviderName]_[Region/Consortium]_[PackageName]_[YYYY-MM-DD].txt）

• ファイル形式（タブ区切りテキスト，UTF-8）

• 62のコンテンツ提供元／ナレッジベースベンダが準拠を表明
NISO KBART Registry: https://sites.google.com/niso.org/kbart-registry

ナレッジベースのデータ標準（KBART）

https://sites.google.com/niso.org/kbart-registry


KBARTのデータ項目（書誌項目）

項目（日本語） KBART項目名 必須 あれば必須

プロバイダー／パッケージ名 （ファイル名に記述） * 　

タイトルID title_id * 　

タイトル publication_title * 　

資料種別 publication_type * 　

第一著者 first_author 　 *
出版者 publisher_name 　 *
モノグラフのシリーズ番号 monograph_volume 　 *
モノグラフの版次 monograph_edition 　 *
第一編者（モノグラフの場合にのみ使用） first_editor 　 *
シリーズのタイトルID parent_publication_title_id 　 *
変遷前誌のタイトルID preceding_publication_title_id 　 *
プリント版ISSN / プリント版ISBN print_identifier 　 *
eISSN / eISBN online_identifier 　 *



KBARTのデータ項目（所蔵項目）

項目（日本語） KBART項目名 必須 あれば必須

アクセスモデル access_type * 　

カバー範囲 coverage_depth * 　

カバー範囲に関する注記 coverage_notes 　 *
タイトルレベルURL title_url * 　

最古の提供出版年月日 date_first_issue_online 　 *
最新の提供出版年月日 date_last_issue_online 　 *
提供最古巻 num_first_vol_online 　 *
提供最古号 num_first_issue_online 　 *
提供最新巻 num_last_vol_online 　 *
提供最新号 num_last_issue_online 　 *
エンバーゴ情報 embargo_info 　 *
モノグラフの最古プリント出版年月日 date_monograph_published_print 　 *
モノグラフの最古オンライン出版年月日 date_monograph_published_online 　 *

（続き）



KBARTのデータ例

出典:ERDB-JP（https://erdb-jp.nii.ac.jp/exports）



コンテンツ提供元（出版社等）のKBARTデータ

コンテンツ提供元（出版社等）がKBART形式の標
準データを公開することで、・・・

出典:Springer Nature - KBART | For Libraries 出典:Oxford Academic - KBART files



コンソーシアムの対応
図書館コンソーシアムでの個
別対応も行われています

Knowledge Base+
• JISC Collections（英国）
• BIBSAM（スウェーデン）
• ほか

GOKb
• VZG，hbz，ZDB（ドイツ）
• NCSU，Indiana，…（米国）
• ほか

ERDB-JP
• これから委員会（日本）



ナレッジベース製品による管理

出典:Ex Libris - Intota Assessment 

タイトル単位の情報を、ナレッジベース製品へ登録
すると、図書館の検索サービスや、契約管理で利
用できます。



【参考２】
KBART Automation
各機関の電子所蔵を自動アップロード

出典:NISO RP-26-2010, KBART Automation
（https://doi.org/10.3789/niso-rp-26-2019）



コンテンツ提供元（出版社等）の対応例

• Elsevier
• Springer/Nature
• Ovid (LWW)
• ProQuest (Ebook Central)
• など



図書館の設定例
飯野勝則. 佛教大学図書館でのAlma導入の現況 : 今後の国内での
導入可能性を踏まえて . 図書館総合展 , 2020-11-05 より



ナレッジベースの活用

OPACとウェブスケールディスカバリー



OPAC（蔵書検索）

自館で利用可能な所蔵資料、
電子ジャーナル、電子ブック、
デジタルコンテンツのカタログ

出典:東京大学OPAC（https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp）



ウェブスケールディスカバリー

● 自館で利用可能な所蔵資料、
電子ジャーナル、電子ブック、
デジタルコンテンツのカタログ

● 論文単位、本文からも探せる

● 自館にアクセスのないものも探せる

出典:佛教大学 BIRD（https://bukkyo.summon.serialssolutions.com/）



所蔵資料 電子ジャーナル、電子ブック、データベース デジタルコンテンツ

図書館

利用者

デジタルアーカイブ

図書館の検索サービス（OPAC、ウェブスケールディスカバリー）

パッケージ（コレクション） 個別契約

Elsevier

など など

Wiley JPSJPNAS



図書館の検索サービスは，どうやって情報
を集めるか？

情報の種類 取得元 メタデータ形式 受渡方法

所蔵資料（書誌，所蔵） 図書館業務システム MARC21
CATP ※国内

ftp
oai-pmh

電子ジャーナル，
電子ブック

タイトル単位（書
誌）

コンテンツ提供元（出
版社等）

MARC21
KBART ※簡易情報

CATP ※国内

Webサイト
ftp

タイトル単位（所
蔵）

コンテンツ提供元（出
版社等）

KBART Webサイト
ftp

論文単位 コンテンツ提供元（出
版社等）

MARC21 個別提供

本文単位 コンテンツ提供元（出
版社等）

個別形式 個別提供

デジタルコンテンツ 機関リポジトリ Dublin Core
junii2/JPCOARスキーマ※国内

oai-pmh
resourcesync

KBARTは，「図書館の検索サービス」のアク
セス管理や，契約管理を適切に行うために
生まれました



【参考３】ODI： Open Discovery Initiative
　　　　　　（ディスカバリーサービスの推奨指針）

1. 「コンテンツ提供元（出版社等）」向け

• 「コアメタデータ」（KBARTが中核）と本文データの提供

• 標準的なデータ交換方法の利用

• メタデータスキーマ： MARC，KBART， DC， …

• ファイル形式： text，xml

• データ転送方法： oai-pmh，resourcesync, api, ftp

2. 「ディスカバリーサービス提供者」向け

• 図書館へのCOUNTER準拠の利用統計提供 など

3. 「図書館（各機関のディスカバリーサービス提供者）」向け

• 適切なシステム設定の実施

• 登載コンテンツのエラー修正やシステム向上への協力

• 図書館員やエンドユーザー向けトレーニングの実施 など
出典:NISO RP-19-2020, ODI

（https://doi.org/10.3789/niso-rp-19-2020）



Ⅱ．電子リソースデータ共有サービス

● 電子リソースデータ共有サービスとは？

● ① ERDB-JP
● ② タイトルリスト（JUSTICE）
● ③ ライセンス（JUSTICE）
● ④ 電子ブックメタデータ（国内）

● ⑤ ライセンス（公開）



26

共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

図書館システム
（大学図書館等）

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソースデータ
共有サービス

・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

図書館システム・ネットワーク（大学等）

https://contents.nii.ac
.jp/korekara/libsysnw

電子リソースデータ共有サービスとは

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw


電子リソースのタイトルリストとライセンス情報を共有し、

図書館での電子リソース管理・サービスの利便性を高める

サービス。

電子リソースデータ共有サービスとは

27

これからの学術情報システム構築検討委員会

　＞ 図書館システム・ネットワーク

　　＞ 電子リソースデータ共有サービス

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/e-resources


電子リソースデータ共有サービスとは

2023/10/30 28

（課題）現在の電子リソースは、
出版社ごとにメタデータ・利用条件の
確認方法やデータ形式が異なる

→複数出版社との契約がある場合、
データ取得や整理の作業が複雑

一か所から同一形式の
テキストデータで取得可能に

→利用者に使ってもらうための案内や、
図書館内部での管理がしやすくなる



電子リソースデータ共有サービスとは

29

① ④

⑤③

②



① ERDB-JP
KBART準拠の国内オープンナレッジベース

出典:ERDB-JP（https://erdb-jp.nii.ac.jp/）



ERDB-JP

31

• 2015年4月1日から運用中
• 日本で刊行された電子リソースの

タイトルリストを、大学・出版社・ナレッ
ジベースベンダーが共同作成し、共有
する

• 電子リソースデータ共有サービスの「タ
イトルリスト（公開）」に
位置づけられる

• https://erdb-jp.nii.ac.jp/

①

https://erdb-jp.nii.ac.jp/


•国内電子ジャーナル、電子ブック

のタイトルリスト

• 212の大学図書館等が参加

• KBART準拠のオープンナレッジ

ベース

•日本の環境で必要とされる項目

を拡張

ERDB-JPとは？

項目（日本語） KBART項目名 必須
あれば
必須

タイトルヨミ title_transcription 　 *

その他のタイトル（他の言
語でのタイトルなど） title_alternative 　 *

言語 language * 　

NCID ncid 　 *

NDL請求記号 ndl_callno 　 *

NDL書誌ID ndl_bibid 　 *

J-STAGE資料コード jstage_code 　 *

医中誌ジャーナルコード ichushi_code 　 *

拡張項目



タイトル

アクセス可能な巻号（年次）

CiNiiとのリンクキー

ERDB-JPの詳細画面例

URL（本文へのアクセス）

出典:ERDB-JP（https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/title/12254）



ERDB-JPの活用事例１： 図書館の検索サービス

早稲田大学WINE. https://waseda.primo.exlibrisgroup.com/

甲南大学機関リポジトリ . https://konan-u.repo.nii.ac.jp/



ERDB-JPの活用事例２： CiNii Books（大学紀要）

本文サイト（JAIRO 
Cloud）へ

NCID，ISSNで照合

出典:CiNii Books－甲南大学紀要 . 知能情報学編（https://ci.nii.ac.jp/ncid/AA12335282）



ERDB-JPの活用事例３： 
　　　　　　CiNii Books（デジタルアーカイブ）

『新日本古典籍

総合データベース』へ

NCIDで照合

出典:CiNii Books－女重寳記  5巻 (存3巻)（https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB14209047）



【参考４】JAIRO Cloud×ERDB-JP

「紀要」と機関リポジトリ



甲南大学機関リポジトリ
https://konan-u.repo.nii.ac.
jp

東京大学学術機関リポジトリ（ UTokyo Repository）
https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp

神戸松蔭女学院大学学術機関リポジトリ
https://konan-u.repo.nii.ac.jp

「紀要」と機関リポジトリ

 



JAIRO Cloud×ERDB-JP

JAIRO Cloud ERDB-JP

雑誌情報の登録・修正

KBART拡張形式

週次で
自動連携



②タイトルリスト（JUSTICE）／③ライセンス（JUSTICE）
JUSTICE提案のタイトルリスト／JUSTICE提案書の一部内容

出典:タイトルリスト（JUSTICE）;ライセンス（JUSTICE）（https://lic-tl.erds.nii.ac.jp/discovery/collectionDiscovery?vid=81NII_NW:81NII_NW）



②タイトルリスト（JUSTICE）／ ③ライセンス（JUSTICE）

41

電子リソース出版社・代理店
からJUSTICEに提案書が提出
される

②

③



メリット

42

（課題）契約する
電子リソースの利活用が、
国外と比べて十分ではない

タイトルリスト、ライセンス等の
メタデータ管理ができ、

冊子と統合的に活用することができれば
利活用の活性化につながる

②タイトルリスト（JUSTICE）／ ③ライセンス（JUSTICE）



② タイトルリスト（JUSTICE）

43

JUSTICE提案のタイトルリストをKBART II形式で提供

• 公　開　範　囲：一般公開

• データ提供方法：ダウンロードサービス
• 今後、商用ナレッジベース等にも流通させ、リンクリゾルバ等で利用できるよう想定

• データ更新時期：2024年度冬（予定）
• 以降は提供があったものを順次更新

2023年12月26日、2023年度/2024年契約向けデータ17件（5版元）をテスト公開

内容の拡充
形式の統一

提案書別紙
タイトルリスト

• JUSTICE会員館限定ページで共
有

• 形式は自由
• 主に契約検討に利用

タイトルリスト

• タイトルリスト（JUSTICE）で共有

• KBART II 形式
• ディスカバリサービス等への

登録も



• KBART（Knowledge Bases and Related Tools）：
• イギリスのUKSGとアメリカのNISOの共同プロジェクトで制定された，電子リソー

スのメタデータ交換のための推奨指針

• KBART Ⅱ（NISO KBART Phase II）
https://www.niso.org/publications/rp-9-2014-kbart

【参考】KBART Ⅱ 形式

44

◆KBART2形式の項目の一部

タイトル（publication_title）
第一著者（first_author）
タイトルレベルURL（title_url）
プリント版ISSN / プリント版ISBN（print_identifier）
eISSN / eISBN（online_identifier）
　・・・

（日本語参考資料）「ERDB-JPデータ作成ガイドライン」※参考の際は拡張項目を除いてご確認ください
　https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/content/metadata_schema

https://www.niso.org/publications/rp-9-2014-kbart
https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/content/metadata_schema


JUSTICE提案書の一部内容をタブ区切りテキストで提供

• 公　開　範　囲：JUSTICE会員館限定

• データ提供方法：ダウンロードサービス・ APIによる参照

• データ更新時期：2024年度冬（予定）

• 以降は提供があったものを順次更新

③ ライセンス（JUSTICE）

45

利用条件・
管理用の項目を

データ提供

JUSTICE提案書

• JUSTICE会員館限定ページ
で共有

• PDF形式

ライセンス情報

• ライセンス（JUSTICE）で共
有

• txt形式



• 提案書1件に対し、ライセンスデータ1件
• ただし、1提案に購読/買切が両方ある場合は別データとなります。

• 項目と値が1対1のテキストデータ

• OPAC等での利用者への公開可否が、項目ごとに明記される

• ※公開可否の判断は出版社・代理店によるものとなります。

　　　

データの特徴

46

◆ライセンス項目の一部

ウォークインユーザー Yes/No

ウォークインユーザー　公開可否 公開/非公開



ライセンス項目一覧

47https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2022-12/erds_license_terms.pdf

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2022-12/erds_license_terms.pdf


• データの利用範囲

• データを利用できるのは、JUSTICE会員館が自館のサービスに利用する場合に

おいてのみ

• JUSTICE会員館限定とするための利用制限

• ダウンロードサービス：会員館専用アカウントによるログインが必須

• APIによる参照：会員館ごとにAPIキーを発行

ライセンス（JUSTICE）： 注意事項

48



活用イメージ：契約担当者向け

49

• 前年からの変更点の確認
• 購読キャンセルや過去に買い切り購入したパッ

ケージ／タイトルのアクセス権管理

図書館システムにライセンスの
データを取り込んで活用



活用イメージ：ディスカバリーサービス

【佛教大学図書館の例】
ディスカバリーサービスの

電子リソースごとに
「利用条件を表示」
というリンクを表示

50

図書館システムに取り込んだ
ライセンスのデータを活用



クリックすると、
ライセンス情報が表示される

出版社が「公開可」とした項目のうち、
各館が「利用者に知ってほしい」と
判断した情報のみを開示する形

51

活用イメージ：ディスカバリーサービス（続き）



④ 電子ブックメタデータ（国内）【プロトタイプ】

電子ブック出版社が持つ書誌データをMARC21形式で提供

出典:電子ブックメタデータ（国内）（ https://ebooks.erds.nii.ac.jp/primo-explore/search?vid=NII_EBOOKS）



電子ブックメタデータ（国内）【プロトタイプ】
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• 2023年10月30日プロトタイプ公開
• Kinoden（紀伊國屋書店）、ジャパンナレッ

ジ（ネットアドバンス）、Maruzen eBook 
Library（丸善雄松堂）、メディカルオンライン
（メテオ）、openBD等から収集・統合した国
内電子ブックメタデータを共有する

④



書誌レコードの例



書誌レコードの例



電子ブックメタデータ（国内）の目指すもの

1. 国内で出版されている「電子ブックの目録」を作ることが目標

• すなわち「書誌レコード」と「所蔵（学術機関）」の情報を集約し，「紙」の図書と同

様に，これらの情報を可視化する

2. 利用者に対して，日本国内の「紙」と「電子」の図書に関する統合的発

見環境を提供できるようにする

3. 国内外の図書館に対して，日本国内の電子ブックを包括的に検索で

きる環境を用意することで，電子ブックの購入のための存在調査など

を簡便に行えるようにする



4. 国内の電子ブックメタデータ（書誌レコード）を共同利用システムに集約す

ることで，海外のステークホルダーへのメタデータ流通の促進に寄与する

（ex.海外のCATやディスカバリーベンダーなど）

5. 図書館システムと連携を行えるようにし，「紙」の図書と同様に「書誌レコー

ド」のダウンロードによる取り込みや，発注における利用，ILLでの所蔵確

認などに利用に対応する

• できる限りベンダーからの情報を活用して構築できるようにすることで，図書館の負荷

を抑えられるような設計が望ましい

電子ブックメタデータ（国内）の目指すもの



⑤ ライセンス（公開）【準備中】
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⑤

• 一般公開可能なライセンス情報を
共有する

• 対象コンテンツは、現在のところ
「電子ブックメタデータ（国内）」で共有
する電子ブックを検討



ご視聴ありがとうございました


